
答 辞 

 

暖かい春の日差しを感じる令和７年３月のこの佳き日、私たち専門科２９０名は卒業式

を迎えることができました。本日は、私たちのためにこのような卒業式を挙行してくださり

ありがとうございます。お忙しい中、ご臨席いただきました佐久間校長先生をはじめ諸先生

方、来賓の皆様、保護者の皆様に卒業生一同心より御礼申し上げます。 

３年前の春、私たちは高校生活への大きな期待を胸にここ千葉経済大学附属高等学校に

入学しました。マスク生活が続く中で、新しい友人との仲は、ぎこちないものでした。幸い

なことに感染症は少しずつ落ちつき校外レクリエーションや陸上競技会、文化祭などの学

校行事を通して、友人との仲も徐々に深まりました。２年生の修学旅行では、関西地方を訪

れ震災について学んだり、古都で日本の歴史に触れたりしました。また、生まれて初めてユ

ニバーサルスタジオジャパンにクラスメイトと行くことができ、高校生活の大切な思い出

となりました。３年生になると、部活動の大会や定期考査、学校行事や授業、すべてに「最

後の」がつくようになり、卒業の日が近づいていることを実感しました。専門科全体でおこ

なった最後の学年レクリエーションでは、クラスで円陣を組んだり声援をかけ合ったりし、

大いに盛り上がりました。３年間、私たちが楽しい学校生活を送れるように様々な行事にお

いて、準備や計画をしてくださった先生方に感謝いたします。 

部活動では、３年間陸上部に所属していました。暑い中での競技場練習など辛いこともあ

りましたが、一緒に練習し、応援してくれた仲間やマネージャー、顧問の先生方のおかげで

県大会に出場し自己ベストを更新することができました。 

専門科での学習はゼロからのスタートのため、大変やりがいのあるものでした。論語の章

句に「学びて時に之を習うまた説ばしからずや」(※１)とあるように、学んだことを繰り返

し復習、練習、実践することで専門的な知識や技術が身についていく喜びを感じました。商

業科では、簿記やマーケティング、情報処理科では、プログラミングや情報モラルなどを学

びました。特に印象に残っている授業は３年間の集大成である課題研究です。商業科では模

擬株式会社を設立し、企業理念に基づいた企画からプレゼンテーション、商品開発を実践的

に学び、文化祭で商品を販売しました。試行錯誤して開発した商品が完売した時は達成感が

ありました。そして、個人のスキルがどれだけあったとしても一人の力では会社の経営は成

り立たないことを改めて学びました。模擬株式会社での社長を最後まで務めることが同じ

会社の仲間の協力や担当の先生方をはじめ多くの方々のサポートがあったからです。貴重

な経験と心に残る思い出を作ることができました。また、専門科の学習の大きな目標である

資格取得にも力を入れました。「頑張る生徒を惜しみなく応援します」という言葉の通り、

先生方が検定前に数多くの補習を設けてくださったことや、同じゴールを目指し切磋琢磨

し合う友達がいたことで検定試験に合格することができました。そして、その合格は私たち

の自信となり将来の可能性を広げてくれるものになりました。 

３年前、私は中学校の授業で成人する自分に手紙を書きました。その手紙には「後悔のな



いように何事にも挑戦し、感謝の気持ちを忘れないでほしい。そして、今の私が幸せでいる

のなら何よりです。」と記されていました。手紙に書いていた通り、私は今こうした環境に

いることに幸せを感じています。それは、高校３年間で様々なことに挑戦できただけでなく、

笑い合ったり、時には涙を流したり、どんなときにも一緒にいてくれた友人とこの学び舎で

出会えたこと。また、担任の先生をはじめ、私たちのことを気にかけて応援してくださった

先生方、私たちと真剣に向き合い信じて厳しい指導があったからこそ成長することができ

ました。そして、辛いときに励まし寄り添い、いつも一番近くで支えてくれた家族。家族が

いたから頑張れたことがたくさんあります。本当にありがとうございました。 

本日、私たちは千葉経済大学附属高等学校から巣立ちます。「徳は孤ならず必ず隣あり」

(※2)何があっても助け合える人がいることを忘れず、信念を持ち、輝かしい未来へ歩んで

いきます。 

 

最後に３年間私たちを支えてくださった全ての方々に改めて感謝申し上げるとともに、

千葉経済大学附属高等学校のさらなる発展と皆様のご健勝をお祈りし答辞と致します。 

 

令和７年３月１日 専門科卒業生代表 

 

 

 

 

 

 

＜答辞内の章句について＞ 

※１ 学びて時に之を習うまた説ばしからずや（「論語」学需より） 

読み：まなびてときにこれをならう またよろこばしからずや 

意味：学び続け、常に復習する。知識が身につき活用できる。 

実にうれしいことではないか。 

 

※２ 徳は孤ならず必ず隣あり（「論語」里仁より） 

   読み：とくはこならず かならずとなりあり 

   意味：孤立を恐れてはいけない。 

正しいことをしていれば、助けてくれる人が必ず現れる。 

 


